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はじめに

磁性アタッチメントは部分床義歯において，クラス

プ.機械式アタッチメント，ミリングテクニック（コー

ヌスを含む）に続く，第４のカテゴリーの支台装澄で

ある。1992年にd-Fe系磁を用いた実用的な磁性ア

タッチメントが販売されて以来，すでに150万個あま

りが出荷されており')，部分床義歯の支台装侭として，

重要なカテゴリーの一つとなっている。

現在著者は本装置を，種々のタイプの欠損症例に対

して積極的に使用しており，審美性と支台歯保護の点

から良好な結果を得ている。しかし本装世の使用経験

を尋ねると．すでに多くの症例で使用している先生が

いる反面で，他の支台装置と比較して，義歯の維持や

安定が劣るとの理巾で使用を蹄路しているとの意兄を

耳にすることもあり，支台装置としての良否に関して

は未だに見解が分かれるのが現状と言えるだろう。

この原因としては，本装雲世が従来使用されている

クラスプやコーヌスなどの支台装置とは維持機構や基

本特性が異なり，適川に際して異なった設計理論や製

作方法が必要とされることが大きいと考える。した

がって，本文では本支台装瞳の臨床的な特徴を解説す
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ると共に，一般的に，オーバーデンチャー専用と見な

されている本装置の、種々欠損症例への適用法に関し

て，実際の臨床例を通して解説したいと考える。

磁'性アタッチメントの特徴

クラスプが金属の弾性変形を，またミリングテク

ニックが金属の摩擦を維持に利用するのに対して，磁

性アタッチメントは磁力を応用しており，他の装置と

は維持システムが完全に異なっている。日本で用いら

れている装置では，コーピングなどの支台装置に取り

付けたキーパーと，義歯内に組み込んだ磁性体間で作

られる閉磁場によって維持されている（図１)。一部

の商品を除いて機械的な椛造を有しておらず単純な構

造のため，製作が容易で破損しにくい。他の支台装憧

と比較した本装置の機能的な特徴は，若脱時に側方力

が加わらないため支台歯の負担が少なく着脱が容易で

あること，義歯と支台歯の接触関係が自動的に調整さ

れること（図２)，また義歯の傾斜移動に対する抵抗

（安定効果）を維持力と独立して設定可能なことであ

り（図３），支台装置としてきわめてユニークな特徴

を有している。従来の装置では，維持力を大きくする
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図１磁性アタッチメントの義歯の構造

オーバーデンチャーだけでなく，上部にクラウン

の設置するテレスコープの設計も可能である。

と．把持・安定効果が高まり，それと同時に支台装澗

には藩脱や機能時に大きな側方力が加わることにな

る。しかし磁性アタッチメントではコーピング形態を

洲盤することで，側方傾斜力を維持力と独立してコン

トロールすることが可能であり，維持力を一定に保っ

た状態で，義術の'1'1転沈ﾄﾞに伴う支台歯のり|き倒しを

'脚,ｉできることから，緩庄を考慮した義歯の設計が可

能となる(似１３)。通常．辿常クラスプや機械式アタッ

い負押渦重
よる支台歯の
下移動

による
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図２磁'性アタッチメントのセルフアジャストメント効

果

大きな負担過重が加わると支台歯は沈下し，また

義歯が浮き上がる場合は，磁性体の磁力で支台歯が

提出し，長期的な接触関係が保たれる。支台歯を連

結しないことで，一歯単位で，義歯と支台装置間で

自動的な位置の調整が．生じる。

チメントを使用して緩圧を重視した設計を行うと，維

持や支持あるいは把持力も同時に低下するうえ．破損

などのトラブルが生じやすく，長期的な予後が劣る場

合が多い。しかし構造が単純で，各要素を独立してコ

ントロール．IIj,能な磁性アタッチメントでは，これらの

川辿を|川避することが可能である。また，製作に際し

て特別な器具は必要でなく，一般的なクラウン製作や

義歯製作の手法がそのまま応Ⅱj可能であり，使川する

磁性ユニットの価格も他の機械式アタッチメントと比

鮫して安価であることから．精度の確保や製作コスト

の削減にも有効である。

磁'性アタッチメントの適応症

本装悩の蚊も一般的な利用法としては，残存歯が５

歯以下，Ｉ唆合支持の十分でない症例において，オー

バーデンチャーとして使用されるケースが挙げられ

る。多数歯のインプラント埋入による修復が可能な場

合もあるが，通常残存歯にも何らかの問題を抱えてい

ることが多く，治療後の継続的な残存歯の喪失のた

め，全､i的な治療のやり直しが必要となることも少な

ノジノタドな効果

コーピングデザイン

･テーパー小さい
．長さ長い
･側面接触緊密

強し渇憂圧効果

仁

コービングデザイン

･テーバ－大きい
．長さ短い
･側面接触ルーズ

図３コーピングデザインによる効果の違い

維持力を変えずに（実際の維持はリジッド型が大

きい）で，支台歯に加わる傾斜力をコントロールす

ることが可能である。義歯の把持安定を重視する場

合でも，コーヌス効果が生じないように10度程度と

し，また緩圧を重視する場合は20度以上のテーパー
とする。
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<ない。また，全身疾患の存在や商額な治療費，将来

発生する可能性のある要介護状態への対応などイン

プラントの適川I:1体が困難な症例も存在する。しかし

残存歯を歯冠修復しクラスプデンチャーを装着するこ

とは，審美性においても，また,機能回復や予後の点で

も満足のいく結果は望めない。これらの症例では，磁

性アッタチメントを支台装侭とした，オーバーデン

チャーが右効な選択肢となると考える。磁性アタッチ

メントを使川することで，残存術に加わる側方ﾉjが軽

減するとともに（似'３)，支台歯と粘膜面に加わる力

は支台歯の移動によってI洲幣され（Ⅸ１２)，義歯の安

定と艮期的な支台歯の保謹の点で有効と考える。

似１４は68歳の女性，上顎は１４．１３，１１，２１のみ残存。

ｌｌＷＭ補綴物が入った状態で来院した。プラークコント

ロールは良好だが１１．２１の動揺度はｌ～２度で４～５

ｍｍのポケットが残存している。残存歯をブリッジで

連結しクラスプデンチャーを装蒲すると．突き上げに

より早期の前歯の喪失が予想された。,患者には歯を残

したいとの希望も強いことから，テーパーを強めた緩

圧型のコーピングを装飛し，オーバーデンチャーを製

作した。完成後の義歯は安定しており．｜Ⅲ.噛感・装蒲

感ともに満足できるものとなっている。現在コーピン

グ装藩から２年が経過しているが，問題となる１１．２１

の動揺ｎ体は改榛しておらず．左側の欠損側に隣接す

る21において，継続的なアタッチメントロスが生じる

ﾛ｣.能性がある。しかし21が喪失した場合でも，現在の

義歯は継続して使jljllI能であり，支点になる残存歯が

失われることで，より安定した状態が保たれると考え

る。

Ｍ５は70歳の女性，釣歯であった23の破折で来院し

た。IfI附部の岐合支持のないEichner-B4症例であ

る。上洲言1附部では，ｋ洲,１底との距離が１０ｍｍ程度

存在した。診代後，インプラントによる治療を勧めた

が．伽Ⅲ処慨を望まないとのことから，相談の上磁性

アタッチメント義歯を製作することとした。残存歯の

数が比較的多く，また対合歯との岐合関係にも問題が

ないことから．群美性と機能を重視して．前歯は硬質

レジン前装冠を川いたテレスコープクラウンによる設

計を行った（16番はオーバーデンチャー)。前歯部の

コーピングは義歯の後方沈下の影響を軽減するため．

頬側のテーパーを20度より大きくしている。なお前歯

部外冠では，テレスコープ構造をとるため，若干オー

バーカントゥアー気味となり．鼓新のオールセラミッ

ククラウンと比較すると色再現性は劣っている。しか

し．コーヌスのように外冠の浮き上がりや金属の露出

はなく．術頚部の榊美性も許容できるものとなってい
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図４オーバーデンチャー症例
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.『紫辱
ら凸

る。すべての残存歯に磁性アタッチメントを組込みこ

んでおり茂附の維持は強力だが，制兇方向に対する平

行.1mがなく綿脱はきわめてスムーズに行える。また，

前歯両側は辿常の歯冠形態として開放しているため，

諦感や使川感も良好である。外出時あるいはIlIIIのブ

ラッシングは義歯を外さず行ってもらい，天然歯と同

様に術間ブラシを併用するよう指導している。

図６は58歳の女性⑰4645週⑬のロングスパンのブ

リッジが装鋳されていた｡もともと顎関節症で来院し

た忠者さんで強いブラキシズムを認めたが，経過観察

中に44の破折を認め抜歯となった。抜歯後の診査でイ

ンプラントによる修復も'11能であったが，出血傾向を

認めるため忠君希望によりイイ床型の可撤性のブリッジ

を製作した。’'1間歯欠批であるため積極的な緩圧を行

わず．コーピングのテーパーはコーヌス効果の生じな

い１０度程度としている。

/７７

外冠･義歯

図６ロングスパンブリッジ症例
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図５テレスコープデンチャー症例
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が，磁性アタッチメントとインプラントの併川など，

通川法を［夫することで本装慨はほぼすべての欠損症

例に適川''1能である。インプラントは，非常にすぐれ

た欠批修復法であるがインプラントだけですべての

症例に対応できるわけではなく，また臨床において残

存歯が完壁とは言えない状態で修復処脳を行わなけれ

ばならい場合もまれではない。クラスプが露出せず，

｡|･分なl1llllI3が可能であり，かつ長期的な管理が容易な

方法があるなら，すべての患者さんがインプラント治

療を望むわけではない。インプラントでなければクラ

スプデンチャーといった２者択一ではなく，別の選択

肢が存在することは，臨床に携わるものとして非常に

有意義なことと考える。

蒋者の磁性アタッチメントは使用経験に関しては，

37症例で妓長で１６年間の予後を有しているが．今のと

ころ喪失支台歯は，２次カリエスで損失した１本と，

動揺度２度の歯周病確患へ適応後に比較的早期に喪失

した３本の計４本であり．全般的に良好な予後を示し

ている。喪失例も増歯や部分的なリライニングで対処

が可能であり．長期的に見て，忠将さんだけでなく術

考の鮒11も少ないのが本装置を用いた欠批補綴の大き

な利点と荷えるだろう。

なお，本装侭の製作に際しては，義歯完成時に磁性

体とキーパーの接触関係を厳密に保つなど従来の義

歯とは異なるポイントが存在する。したがって臨床応

川する際には他の補綴治療と同様に装悩の特性を十

分に即解した上で，適切な設計や術式を選択する必要

がある。

おわりに

今'''1はスペースの点で触れることが出来なかった
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なお，４４番の抜歯後にエーカスクラスプを用いた抑

間義歯を製作したが，４７番の歯冠長が短く，クラスプ

では適切な維持力が得られなかった。しかし妓終義歯

では髄腔内に低くコーピングを設侭し，キーパーの部

分を陥凹させることで，対合術とのクリアランスを確

保し，維持装置として十分な機能を得ることが可能と

なった（図７)。このように支台術形態の影群を受け

にくいのも本装憧の長所と帝える。本症例は強いブラ

キシズムを右するため後方支台術を111心に捻れ応力が

加わる可能性があるが，ストレスが加わる際に外冠と

内冠の間でわずかなすべりが生じ．歯根の破折や補綴

物の脱落を防止するものと考える。清掃も容易で，使

川感も非常に良いとの感想を得ているが，装着４年の

経過観察でも，ポケットの増加やアタッチメントレベ

ルの低下も認めず良好な経過を示している。

芦

図７歯冠長の短い支台歯への対応
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